


民間事業者が国の補助対象となった事例　～ビエント高崎展示会館（ビッグキューブ）～
� 高崎卸商社街協同組合

　高崎問屋町地区は高崎市都市計画マスタープランにおいて、商業業務地であり流通系業務地区として位置づけ
られています。
　高崎問屋街は昭和42年、日本で第１号の卸商業団地「高崎問屋街」として完成以来、全国の卸団地の先駆けとして、国・県・
高崎市等関係当局の支援を得ながら、高崎卸商社街協同組合が中心となって今日までのまちづくりを推進してきました。
高崎問屋街センター展示会館は昭和41年、問屋街を中心に組合員の商品展示等を主な目的として建設されたものです。
　平成16年のJR高崎問屋町駅の開業に伴う小売業や飲食店の出店により、街の業態が急激に変化する中、新たな
都市基盤整備やマンション建設が進み、また大学も進出するなど、「商」と「住」が融合する新たな問屋街として生
まれ変わりました。このように問屋街全体が大きく変化する中、地区の集客の核として機能してきた問屋街センター
展示会館ですが、昭和41年に建設されたために老朽化が進んだことから、平成24年度に都市再生整備計画事業（地
方都市リノベーション事業）に位置付けて建て替えを実施し、都市機能及び交流機能の更なる強化を図りました。
　新展示会館は公募により「ビックキューブ」と名付けられ、地域活性化のシンボルとして、また、地域コミュニ
ティ活動の中核を担う「高崎副都心」のランドマークとして様々な利用を見込んでいます。

○ビエント高崎「ビッグキューブ」施設概要

　竣工：平成26年1月
　大型重機や印刷機器等の重量物展
示や、ＩＴ設備や音響設備の充実及
び大型スクリーンの設置等により、
組合員の販売促進のための共同施設
としてだけでなく、様々な利用も見
込まれています。


